
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 姫路大学 
設置者名 学校法人弘徳学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

看護学部 看護学科 
夜 ・

通信 

－ 

11 79 90 13  

教育学部 

こども未来学科 
夜 ・

通信 
16 96 112 13  

こども未来学科 通信 28 165 193 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
通学課程では、ホームページに公開している。 

看護学部看護学科 

https://koutoku.ac.jp/himeji/pdf/university/informationdisclosure/educational-

info/2025kangojitsumu.pdf 

教育学部こども未来学科 

https://koutoku.ac.jp/himeji/pdf/university/informationdisclosure/educational-

info/2025kyouikujitsumu.pdf 

教育学部こども未来学科通信教育課程では、ホームページにて公表している。 

https://koutoku.ac.jp/himeji/pdf/university/informationdisclosure/educational-

info/2025tsuushinjitsumu.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

該当なし 

 

 

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 

https://koutoku.ac.jp/himeji/pdf/university/informationdisclosure/educational-info/2025kangojitsumu.pdf
https://koutoku.ac.jp/himeji/pdf/university/informationdisclosure/educational-info/2025kangojitsumu.pdf


  

※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 姫路大学 
設置者名 学校法人弘徳学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ホームページに公開している公開している。 

https://koutoku.ac.jp/assets/images/info/documents/r7-0614.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 法律事務所 弁護士 

令和 6 年 4

月 1 日～令

和 9 年定時

評議員会 

コンプライアンス

に関する事項 

常勤 団体職員 

令和 7 年 1

月 1 日～令

和 9 年定時

評議員会 

施設管理に関する

事項 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 姫路大学 

設置者名 学校法人弘徳学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

通学課程では、以下のように作成し、公表している。 

・授業計画（シラバス）は科目担当教員と十分な協議のうえ作成している。 

・授業計画（シラバス）は前年度 2月～3月に完成する。 

・授業計画（シラバス）は大学からの情報提供（メッセージ、休補講・教室変更等）

や履修登録等のシステムを利用するための Active Portal サイト及び本学ホーム 

ページ上にて掲載している。 

 この Active Portalサイトには、①授業概要、②授業計画、③到達目標、④教科書・

参考書、⑤評価方法等の項目について科目ごとに作成し、掲載するとともに、閲覧で

きるようになっている。 

 

通信教育課程では、以下のように作成し、公表している。 

・授業計画（シラバス）は科目担当教員と十分な協議のうえ作成している。 

・授業計画（シラバス）は前年度 2月～3月に完成する。 

・本学ホームページにて公表するとともに、毎年発行する本校スクーリングのしおり・

授業概要に掲載し、学生ポータルサイトにて公開している。 

この授業概要には、 

①授業概要、②授業計画、③到達目標、④テキスト・副読本、④事前課題、を記載し

ている。スクーリング（面接）科目のシラバスには⑤学生持参品、⑥学生に対する評

価の項目について面接科目ごとに作成し、ＨＰに掲載するとともに、学生が履修登録

等のシステムで利用するための UniVisionのサイト全学生にて公表している。 

 

授業計画書の公表方法 

通学課程ではホームページにて公表している。 

https://a3web.ap-

cloud.com/web_himeji/syllabus/se0010.aspx?me=EU&opi=

mt0010 

通信教育課程では、ホームページにて公表するとともに、

本校スクーリングのしおり・授業概要に掲載し学生ポータ

ルサイトにて学生は常時閲覧可能な環境を整えている。 

https://koutoku.ac.jp/himeji/pdf/university/informat

iondisclosure/educational-info/2025tsuushin-

syllabus.pdf 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 

https://a3web.ap-cloud.com/web_himeji/syllabus/se0010.aspx?me=EU&opi=mt0010
https://a3web.ap-cloud.com/web_himeji/syllabus/se0010.aspx?me=EU&opi=mt0010
https://a3web.ap-cloud.com/web_himeji/syllabus/se0010.aspx?me=EU&opi=mt0010


  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

通学課程では、成績評価方法は、授業での課題への取組み・提出状況、意欲、試験

結果等を勘案し、科目ごとに授業計画（シラバス）に記載している。 

成績は 100点満点で 60点以上を合格とし、5段階 秀（100点～90点）・優（89点～

80点）・良（79点～70 点）・可（69点～60点）・不可（59点以下）にて評価し、厳格

かつ適正に単位を授与している。 

 

通信教育課程では、通信教育の履修方法として 

①印刷教材、②面接授業、③印刷教材と面接授業の併習 

の 3通りの履修方法がある。この履修方法ごとに成績評価の方法が以下のように設定

している。 

①レポート、科目試験、②スクーリング受講、③レポート、スクーリング受講後の単

位認定試験 

この 3通りの履修方法それぞれに評価方法を定めており、レポートについては科目ご

とにレポート評価基準を設定し、その合否を評価している。科目試験については科目

試験問題採点基準を設定し、100 点満点で 60 点以上を合格とし、得点領域を 5 段階

SABCD にて評価している。スクーリング受講科目については本校スクーリングのしお

り・授業概要に掲載している授業概要（シラバス）に、学生に対する評価を記載し、

適正な評価を実施している。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

通学課程では GPA 制度を導入し、以下の方法で各学期末に Active Portalサイトによ

り通知している。 

・対象学生：看護学部・教育学部の全学生を対象とする。 

・評価方法：授業科目の 5段階評価 秀・優・良・可・不可 ＝ GPA 4・3・2・1・0と    

 し、各学生の 1単位あたりの平均値を算出し、分布図を作成している。 

 

通信教育課程では GPA 制度を導入し、ホームページで以下の通り公表している。 

・対象学生：正科生を対象とする。 

・評価方法：その学生が 1年次で履修登録したすべての科目の成績評価より算出する。 

5段階評価 S・A・B・C・D ＝ GPA 4・3・2・1・0点とし、各学生の平均点を算出し、

平均点の分布図を作成する。 

・本学通信教育の運用システムの都合上、入学時に卒業（修了）までに要する全科目

を履修登録する事から、学年により分布に偏りが見られる。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

通学課程では、入学年度に配付する学修便覧（ホームペー

ジにて公表）に記載し、オリエンテーション時に学生へ説

明している。 

https://koutoku.ac.jp/himeji/university/infor

mationdisclosure/educational-info/evaluation/ 
通信教育課程では、ホームページ上に算出方法を記載し、

学生に対し公表している。 

https://koutoku.ac.jp/himeji/pdf/university/informat

iondisclosure/educational-info/r_univ_c2025.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

通学課程では、各学部ともに以下のディプロマ・ポリシー（学位授与方針）を定め、

教育理念・教育目標等に基づく具体的な資質・能力の目標の達成を明確にしており、

本学ホームページ上や学修便覧の配付により公表している。 

 

看護学部ディプロマ・ポリシー 

本学部は、本学の建学の精神に則り、「共生の心」を備え、豊かな人間性と広い世界

観をもって、社会に貢献できる看護専門職を育成することを目指しています。そのた

め、以下の能力を身につけ、所定の単位を修めた者に「学士（看護学）」の学位を授与

します。 

 ①幅広い視野と多言語を理解する力 

 ②看護の根拠となる知識 

 ③確かな倫理観に基づいたヒューマンケアリングの基礎的能力 

 ④看護の専門分野における基礎的知識と技術 

 ⑤保健・医療・福祉に関して多角的にアセスメントをしながら、携わる多職種と連

携、協働できる力 

⑥ 国や地域の文化の相違を踏まえて、看護者として地域社会及びグローバルな社

会で活動できる力 

 ⑦ 専門職として看護の総合的知識と実践力をもち、自己研鑽を積みながら社会に

貢献できる力 

 

教育学部ディプロマ・ポリシー 

本学部は、本学の建学の精神である「教育の目的は、人に愛される人、人に信頼さ

れる人、人に尊敬される人の育成にある」に則り、「共生の心」を備え、豊かな人間性

と広い世界観をもって、社会に貢献できる教育専門職を育成することを目指してい

る。そのため、以下の資質・能力を身につけ、所定の単位を修めた者に「学位（教育

学士）」を授与する。 

 ①社会人としての幅広い視野と知見 

 ②保育・教育に係る基礎的知識 

 ③保育者・教育者として必要な倫理観や態度とともに保育・教育に対する強い使命

感や責任感 

 ④保育・教育に係る専門的な指導力（保育力・授業力・学級経営力等） 

 ⑤職場や地域等において他者と協働できる社会性やコミュニケーション能力 

 ⑥協力して教育的課題を解決するために必要な教育的実践力 

 ⑦専門職として保育・教育の総合的知識をもち、自己研鑽を積みながら社会に貢献

できる力 

また、卒業の認定の実施については、教務・学生・厚生課において卒業該当者全員

の卒業要件を確認した認定案を作成し、教務委員会にて事前審査を行ったうえ、下記

の姫路大学学則第３４条に基づき、教授会（卒業判定会議）に上程・審議のうえ、学

長が卒業を認定している。 

 

｢姫路大学学則｣ 

（卒業の認定） 

第３４条 本学に４年以上在学し、所定の授業科目を履修し、看護学部は１２６単位、 

教育学部は１２４単位を修得した者については、教授会の議を経て、学長は卒業を認 
定する。 

 

通信教育課程では、卒業の認定方針その他要件は本学の「通信教育課程規程」に以下

の通り定めている。 



  

（卒業の要件） 

第３７条 卒業には、次の要件を満たさなければならない。 

 （１）４年以上在学すること。 

 （２）第１３条に定める教育課程から、合計１２４単位以上を修得していること。 

 （３）前号の修得単位のうち、３０単位以上を面接授業により修得していること。 

（卒業の決定・学位記） 

第３８条 前条の要件を満たした者には、代議員会の議を経て、学長が卒業の決定を

行う。 

２ 前項により卒業が決定した者には、学士（教育学）の学位を授与し、「学位記」を

交付する。 

３ 学位及びその授与等に関しては、別に定める本学学位規程による。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

通学課程では、ホームページにて公表している。 

https://koutoku.ac.jp/himeji/class/kyoiku_gakubu/edu

cational_policy/ 

 

通信教育課程では、毎年発行する学習便覧に通信教育課程

規程を掲載し、全学生に配付している。またホームページ

にも公開している。 

https://koutoku.ac.jp/himeji/class/tuusinkyouiku_kat

ei/educational_policy/ 

 

 

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 姫路大学 

設置者名 学校法人弘徳学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
ホームページへ掲載している 

https://koutoku.ac.jp/info/ 

収支計算書又は損益計算書 
ホームページへ掲載している 

https://koutoku.ac.jp/info/ 

財産目録 
ホームページへ掲載している 

https://koutoku.ac.jp/info/ 

事業報告書 
ホームページへ掲載している 

https://koutoku.ac.jp/info/ 

監事による監査報告（書） 
ホームページへ掲載している（デフォルト版印省

略） 

https://koutoku.ac.jp/info/ 

令和 6年度分は７月末日までに掲載予定です。  

 



  

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：ホームページにて公表している。 

https://koutoku.ac.jp/himeji/university/informationdisclosure/jikotenken/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：ホームページで公開 

https://koutoku.ac.jp/himeji/university/informationdisclosure/evaluation_rep

ort/ 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 看護学部看護学科 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページ、学修便覧） 

（概要） 

＜教育目的＞ 

看護学部の教育目的は、建学の精神に則り、生命を尊重し、人間の尊厳と権利に関する深

い洞察力を持ちながら、人々の健康と福祉の向上に貢献する看護の専門家を育成すること

としています。すなわち、柔軟な視野を持ち、看護の専門的知識と確かな技術を備えた実

践家であり、慈愛に満ちた優しい心と信念を持って、人々に寄り添い、また人々と共に行

動する専門職業人として育つ環境を整えることが本学部の使命です。 

 

＜教育目標＞ 

看護学部の教育目標は、看護学士としての学士力と看護実践能力の育成を目指して、次の

5 つを設定しています。 

・確かな倫理観に基づいた健全な援助的人間関係を形成できるヒューマンケアリングの基

礎的能力を養います。 

・「 自立と自律」に価値を置き、人々の健康増進、疾病の予防、健康の回復のために、科

学的根拠に基づく看護判断と看護実践ができる基礎的能力を養います。 

・保健・医療・福祉の統合的・継続的なサービス提供に必要なリーダーシップとマネジメ

ントの基礎的能力を養います。 

・人々の生命や健康レベルに応じて、グローバルな視点から問題解決に向けた看護を考え、

行動できる基礎的能力を養います。 

・生涯にわたって看護専門職として自己研鑽し、看護をイノベーションしていく基礎的能

力を養います。 

 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：ホームページ、学修便覧） 

（概要）ディプロマ・ポリシー 

本学部は、本学の建学の精神に則り、「共生の心」を備え、豊かな人間性と広い世界

観をもって、社会に貢献できる看護専門職を育成することを目指しています。そのた

め、以下の能力を身につけ、所定の単位を修めた者に「学士（看護学）」の学位を授与

します。 

①幅広い視野と多言語を理解する力 

②看護の根拠となる知識 

③確かな倫理観に基づいたヒューマンケアリングの基礎的能力 

④看護の専門分野における基礎的知識と技術 

⑤保健・医療・福祉に関して多角的にアセスメントをしながら、携わる多職種と連

携、協働できる力 

⑥国や地域の文化の相違を踏まえて、看護者として地域社会及びグローバルな社会

で活動できる力 

⑦専門職として看護の総合的知識と実践力をもち、自己研鑽を積みながら社会に貢

献できる力 

 

 

 

 
 



  

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページ、学修便覧） 

（概要） 

カリキュラム・ポリシー 

本学部は、ディプロマ・ポリシーに掲げた力を養うための教育課程を編成します。教育課 

程は【共通教育科目】、【専門支持科目】、【専門教育科目】の 3 区分とします。【共通

教育科目】には「教養」、「外国語」、「情報の理解」を配置し、汎用的技能を身につけて

看護学分野への視野の広がりを図ります。【専門支持科目】には「からだの働き」、「疾

病の成り立ち」、「社会と健康」を配置し、看護学の基盤となる知識の体系的な理解を図

ります。【専門教育科目】には「基礎看護学」、「成人看護学」、「老年看護学」、「小児

看護学」、「母性看護学」、「精神看護学」、「地域· 在宅看護論」、「グローバルヘル

ス」、「看護の統合と実践」、「公衆衛生看護学」、「助産学」を配置し、専門職者として

の高い志向をもち、自立して看護を実践できる総合的な能力の修得を図ります。 

 

科目は教育課程で養う力に応じて、次の通りに配置します。 

① 幅広い視野が持てるように「教養」、「情報の理解」の科目を配置し、多言語を理解す

るために「外国語」の科目を配置します。 

② 看護の根拠となる知識を身につけるために「からだの働き」、「疾病の成り立ち」の科

目を配置します。 

③ 確かな倫理観を身につけるために『生命倫理』、『看護倫理』を配置し、ヒューマンケ

アリングの基礎的能力を身につけるために『看護学概論』、『看護理論』、『看護技術Ⅰ』、

『看護技術Ⅱ』、『看護技術Ⅲ』、『フィジカルアセスメント』、『基礎看護学実習Ⅰ』、

『基礎看護学実習Ⅱ』の科目を配置します。 

④ 看護の専門分野における基礎的知識を身につけるために「成人看護学」・「老年看護学」・

「小児看護学」・「母性看護学」・「精神看護学」・「地域・在宅看護論」の各『概論』、

各『援助論』、『緩和ケア論』、『助産学概論』、『ウィメンズヘルスケア論』、『母子の

フィジカルアセスメント』、『ハイリスクケア論』、『助産診断学』を配置し、看護の専門

分野における基礎的技術を身につけるために「成人看護学」・「老年看護学」・「小児看

護学」・「母性看護学」・「精神看護学」・「地域· 在宅看護論」の各『援助演習』、『助

産診断・技術論Ⅰ』、『助産診断・技術論Ⅱ』、『助産診断・技術演習』を配置します。 

⑤ 保健・医療・福祉に関して多角的にアセスメントするために『保健医療福祉制度論』、

『公衆衛生学』、『疫学保健統計学Ⅰ』、『疫学保健統計学Ⅱ』を配置し、携わる多職種と

連携、協働する力を身につけるために『看護コミュニケーション論』、『リハビリテーシ

ョン論』、『看護管理論』、『家族看護論』、『公衆衛生看護管理論』、『保健行政論』、

『学校保健論』、『産業保健論』、『助産管理』を配置します。 

⑥ 国や地域の文化の相違を理解するために『異文化看護論』を配置し、看護者として地域

社会及びグローバルな社会で活動できる力を身につけるために『公衆衛生看護学概論』、

『公衆衛生看護活動論Ⅰ』、『公衆衛生看護活動論Ⅱ』、『公衆衛生看護活動論Ⅲ』、『国

際看護活動論』、『災害看護学概論』、『グローバルヘルス演習』、『グローバルヘルス実

習』、『地域母子保健』を配置します。 

⑦ 専門職として看護の総合的知識を身につけるために『総合看護Ⅰ』、『総合看護Ⅱ』を

配置し、専門職として看護の実践力を身につけるために「成人看護学」・「老年看護学」・

「小児看護学」・「母性看護学」・「精神看護学」・「地域·在宅看護論」・「公衆衛生看

護学」・「助産学」の各『実習』、『看護統合実習』を配置し、自己研鑽を積みながら社会

に貢献できる力を身につけるために『キャリア設計』、『看護教育論』、『看護研究方法

論』、『看護研究Ⅰ』、『看護研究Ⅱ』を配置します。 

 

 授業は講義、演習、実習を組み合わせた方法で展開します。講義では、テキストと共に

視聴覚教材を用いつつ知識を理解させます。また、講義に先立つ事前学習や課題としての

事後学習を提示し、授業外での自己学習の促進を図ります。演習では、単独あるいはグル

ープワークで思考訓練を行い、主体的な課題解決へと導きます。併せて、シミュレーショ

ンやペーパーペーシェントによって看護技術や看護過程の展開を経験させ、実習に繋げま



  

す。実習では、これまでに獲得した知識・技術・思考力を総合的に活用し、臨地での体験

と共に記述による思考の整理と討論を交えながら看護を体得させます。加えて、自己・他

者評価や個人面談によって内省的考察へと導きます。学習成果は、各科目の到達目標に対

する到達度で評価します。評価方法は定期試験、小テスト、レポート、プレゼンテーショ

ンおよび観察とし、評価基準を基に評価します。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページ、学修便覧） 

（概要） 

アドミッション・ポリシー 

 本学部は、本学の建学の精神を理解し、ディプロマ・ポリシーに掲げた能力をカリキュ

ラム・ポリシーに定める教育を受けることで身につけられると期待できる人材を求めます。

そのため、次に示す「知識」、「思考力・判断力・表現力」、「態度」を兼ね備えた学生を

入学者として受け入れます。 

「知識」 

 ・高等学校での教育課程を修得している人 

 ・国語、英語、数学、生物の学習歴がある人 

 ・自然科学や様々な文化、社会に関する基礎的な知識を身につけている人 

「思考力・判断力・表現力」 

 ・知識や経験をもとに、自己の考えを表現できる人 

「態度」 

 ・社会規範を重んじ、他者と協力して行動できる人 

 ・人々の生命や健康に対して広く関心を持ち、看護の専門職者を目指す意欲がある人 

 ・努力を惜しまず、課題に自ら主体的に取り組む意欲がある人 

 

学部等名 教育学部こども未来学科 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページ、学修便覧） 

（概要） 

＜教育目的＞ 

教育学部は、建学の精神に則り、将来のわが国を担うこども達の育成という崇高な任務

を自覚し、広い視野を持ちつつこども達の現実の課題を直視し、一人ひとりを大切に育ん

でいこうとする強い使命感を持つとともに、こども達の発達支援の専門家として誰からも

信頼される教育者を養成することを目的とする。 

また、その教育、研究を通して、乳幼児期から少年期のこどもの連続的な育ちを支援す

るための保育・教育のあり方を探究し、実践的なこども学および全体的かつ体系的な保育・

教育実践学の推進に努める。 

 
＜教育目標＞ 

①人間、社会、文化、健康などに関する知識や教養を深め、主体的な自己確立と豊かな

人間性の涵養を図ること。 

②幼児期から少年期のこどもの心と体について幅広い知識と深い洞察力を培い、確かな

生活力、学ぶ力、豊かな人間性など、こども達が社会で生きていく力を育成するための

教育的実践力を養うこと。 

③幼児期のこどもの成長・発達を中心として、こどもの心に共感できる感性、豊かな養

育力やケアの精神に溢れた子育て力の育成を図ること。 

④乳幼児期から少年期のこどもの発達や学びの連続性を重視し、遊びから学習へ発展さ

せていく指導力を養うこと。 

⑤多様化するこどもの発達支援、とくに発達障害のあるこどもの発達支援に資する療育

的、看護的実践力の基礎を培うこと。 

⑥地域に生き、地域と協働できるボランティア精神を備えるとともに、地域社会に積極

的に溶け込み、地域社会のために貢献しようとする教育者を養成すること。 

⑦国際化が進展する世界にあって、その持てる力を国境を超えて発揮し、世界のこども



  

達の健全な成長のために貢献しようとする行動力を持った、国際性豊かな教育者を養成

すること。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：ホームページ、学修便覧） 

（概要）ディプロマ・ポリシー 

本学部は、本学の建学の精神である「教育の目的は、人に愛される人、人に信頼され

る人、人に尊敬される人の育成にある」に則り、「共生の心」を備え、豊かな人間性と

広い世界観をもって、社会に貢献できる教育専門職を育成することを目指している。

そのため、以下の資質・能力を身につけ、所定の単位を修めた者に「学位（教育学士）」

を授与する。 
①社会人としての幅広い視野と知見 

②保育・教育に係る基礎的知識 

③保育者・教育者として必要な倫理観や態度とともに保育・教育に対する強い使命感や

責任感 

④保育・教育に係る専門的な指導力（保育力・授業力・学級経営力等） 

⑤職場や地域等において他者と協働できる社会性やコミュニケーション能力 

⑥協力して教育的課題を解決するために必要な教育的実践力 

⑦専門職として保育・教育の総合的知識をもち、自己研鑽を積みながら社会に貢献でき

る力 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページ、学修便覧） 

（概要）カリキュラム・ポリシー 

 本学部は、ディプロマ・ポリシーに掲げた資質・能力を養うための教育課程を編成する。

教育課程は【共通教育科目】【専門教育科目】【卒業研究】の 3 区分とする。【共通教育

科目】には、「人文」「社会」「自然・健康」「外国語」「情報」「ゼミ」の 6 区分を配

置し、それらの学修を通して、幅広い視野と保育者・教育者として必要な資質・能力・態

度の基礎を身につける。 

【専門教育科目】は、「教科科目」「教職科目」「領域科目」「保育等科目」「養護科目」

の５ 区分で構成され、小学校教諭一種免許状、幼稚園教諭一種免許状、養護教諭一種免許

状及び保育士資格を取得するため、必要な知識・技能の修得を目指す。保育・教育に関す

る専門教育科目を通して、こどもの成長・発達に関する知識・理解、教育的実践力や指導

力、子育て力、発達支援に資する実践力等を身につける。【卒業研究】では、各専門分野

において自ら課題を設定し、課題探究力や問題解決力等を身につける。 

 このように、保育・教育に関する全般的な知識・技能の修得を基盤とし、保育・教育の

実践に必要な専門的な指導力が修得されるよう科目を配置し、効果的に修得できるよう教

育課程を編成している。 

 

科目は教育課程で養う資質・能力に応じて、次の通りに配置する。 

① 幅広い視野と知見を身につけるために、【共通教育科目】として、「憲法」「英語コミ

ュニケーションⅠ」「情報リテラシー」「基礎ゼミⅠ」等の科目を配置する。 

② 保育・教育に係る基礎的知識を身につけるために、「教職論」「保育原理」「教育原理」

「教育課程論」等の科目を配置する。 

③ 保育者・教育者として必要な倫理観や態度とともに保育・教育に対する強い使命感や責

任感を身につけるために、「教育心理学」「道徳教育論」「教育相談」等の科目を配置す

る。 

④ 保育・教育に係る専門的な指導力（保育力・授業力・学級経営力等）を身につけるため

に、「教育方法論」「各教科等指導法」「教育実習」「保育内容」「学校・学級経営論」等

の科目を配置する。 

⑤ 職場や地域等において他者と協働できる社会性やコミュニケーション能力を身につけ

るために、「特別支援論」「生徒指導・進路指導」「英語コミュニケーションⅡ」等の科目

を配置する。そして、国際的な視野を広げ、グローバルなコミュニケーション能力を身に

つけるために、「海外研修」の科目を配置する。また、地域との連携・協働のために、「地



  

域ボランティア」を必修科目として配置する。 

⑥ 協力して教育的課題を解決するために必要な教育的実践力を身につけるために、「教育

実地研修」「総合的な学習の時間の指導法」等の科目を配置する。 

⑦ 専門職として保育・教育の総合的知識をもち、自己研鑽を積みながら社会に貢献でき

る力を身につけるために、「教職実践演習」「卒業研究」等におけるグループワークや

ディスカッション及びプレゼンテーションの活用による主体的学修を展開する。 

 

 授業は講義、演習（実技・実験等）、学外実習（教育実習・保育実習等）、少人数での専

門研究・卒業研究を通して、能動的な学修により、自己課題の克服や保育・教育に必要な

資質・能力の伸長に努める。講義では、テキストとともにＩＣＴ関連機器を活用し知識や

技能の修得を図る。また、講義に先立つ事前学修や講義後における課題等の事後学修を提

示し、授業外での自己学修の促進を図る。演習では、個別もしくはグループで思考力を高

め、主体的な課題解決へと導き、実践的な学修へ繋げる。実習では、これまでに獲得した

知識・技能等を総合的に活用し、自己課題の克服や保育教育に必要な資質・能力の伸長に

努める。 

 学生の学修状況については、教員による評価に加えて、ポートフォリオによる学生の自

己評価や学生同士の相互評価の活用を行う。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページ、学修便覧） 

（概要）アドミッション・ポリシー 

 本学部は、本学の建学の精神を理解し、ディプロマ・ポリシーに掲げた資質・能力をカ

リキュラム・ポリシーに定めた教育を通して身につけ、教育専門職として社会に貢献でき

る人材を求める。そのため、次に示す「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主

体的態度」を兼ね備えた学生を入学者として受け入れる。 

「知識・技能」 

・高等学校卒業あるいは通常の課程による 12 年の学校教育修了までの学力を有する人 

・保育・教育に必要な語学（国語・英語）、数学、社会、理科、音楽等に関する基礎的

な知識・技能を有する人 

「思考力・判断力・表現力」 

・保育・教育を目指す上で、適切な思考・判断ができる人 

・知識や経験をもとに、自分の考えを表現できる人 

「主体的態度」 

・人に対して親身に接する態度や協働する力のある人 

・保育・教育の専門職を目指す意志や自ら学ぶ意欲がある人 

 

学部等名 学部等名 教育学部こども未来学科（通信教育課程） 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページ ） 

（概要） 

＜理念＞ 

本学部は建学の精神である「教育の目標は、人に愛される人、信頼される人、尊敬さ

れる人を育成することにある」のもと、将来のわが国を担うこども達の育成という崇

高な任務を自覚し、広い視野を持ちつつ、こども達の現実の課題を直視し、一人ひと

りを大切に育んでいこうとする強い使命感を持つとともに、こども達の発達支援の専

門家として誰からも信頼される教育者の養成を目指す。 

また、通信教育課程では経済的負担を出来る限り小さくして、学生が努力すること

で、いつでも、どこでも、誰でも、学校教育に携わる資格を取得する機会を与えること

を目的とした。この理念のもと、本通信教育課程では下記の教育目標を定めている。 

 

＜教育目標＞ 

①出生から少年期のこどもの成長・発達や学びの連続性を重視した幅広い知識と深い

洞察力を培うことを教育課程の中核とし、こども達が社会で生きていく力を育成す



  

るための教育的実践力を養う。 

②発達障害のあるこどもの支援に資する療育的、看護的実践力の基礎を培う。 

③地域社会に積極的に溶け込み、地域社会のために貢献できる教育者を養成する。 

④国際化が進展する世界にあって、こども達が国際社会に貢献できるよう行動力を持

った、国際性豊かな教育者を養成する。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：（公表方法：ホームページ）  

（概要） 

〇ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

 教育学部通信教育課程は、本学の建学の精神である「教育の目的は、人に愛される

人、人に信頼される人、人に尊敬される人の育成にある」に則り、「共生の心」を備

え、豊かな人間性と広い世界観をもって、社会に貢献できる教育専門職を育成するこ

とを目指している。そのため、以下の資質・能力を身につけ、所定の単位を修めた者に

「学位（教育学士）」を授与する。 

①社会人としての幅広い視野と知見 

②保育・教育に係る基礎的知識 

③保育者・教育者として必要な倫理観や態度とともに保育・教育に対する強い使命感

や責任感 

④保育・教育に係る専門的な指導力（保育力・授業力・学級経営力等） 

⑤職場や地域等において他者と協働できる社会性やコミュニケーション能力 

⑥協力して教育的課題を解決するために必要な教育的実践力 

⑦専門職として保育・教育の総合的知識をもち、自己研鑽を積みながら社会に貢献で

きる力 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページ） 

（概要） 

〇カリキュラム・ポリシー（教育課程編成の方針） 

 教育学部通信教育課程は、ディプロマ・ポリシーに掲げた資質・能力を養うための

教育課程を編成する。 

教育課程は【共通教育科目】【専門教育科目】より構成する。 

【共通教育科目】においては、幅広い視野と保育者・教育者として必要な資質・能力・

態度の基礎を身につける。【専門教育科目】は、「教科科目」「教職科目」「領域科目」

「保育等科目」「養護科目」の５区分で構成され、小学校教諭一種免許状、幼稚園教諭

一種免許状、養護教諭一種免許状及び保育士資格を取得するため、必要な知識・技能

の修得を目指す。保育・教育に関する専門教育科目を通して、こどもの成長・発達に関

する知識・理解、教育的実践力や指導力、子育て力、発達支援に資する実践力等を身に

つける。 

 このように、保育・教育に関する全般的な知識・技能の修得を基盤とし、保育・教育

の実践に必要な専門的な指導力が修得されるよう科目を配置し、効果的に修得できる

よう教育課程を編成している。 

 科目は教育課程で養う資質・能力に応じて、次の通りに配置する。 

①幅広い視野と知見を身につけるために、【共通教育科目】として、「憲法」「英語コ

ミュニケーションⅠ」「情報リテラシー」等の科目を配置する。 

②保育・教育に係る基礎的知識を身につけるために、「教職論」「保育原理」「教育原

理」「教育課程論」等の科目を配置する。 

③保育者・教育者として必要な倫理観や態度とともに保育・教育に対する強い使命感

や責任感を身につけるために、「教育心理学」「道徳教育論」「教育相談」等の科目を

配置する。 

④保育・教育に係る専門的な指導力（保育力・授業力・学級経営力等）を身につけるた

めに、「教育方法論」「各教科等指導法」「教育実習」「保育内容」「学校・学級経営



  

論」等の科目を配置する。 

⑤職場や地域等において他者と協働できる社会性やコミュニケーション能力を身につ

けるために、「特別支援論」「生徒指導・進路指導」「英語コミュニケーションⅠ、

Ⅱ」「外国語総合Ⅰ、Ⅱ」等の科目を配置する。 

また、地域との連携・協働のために、「地域ボランティア」を必修科目として設置す

る。 

⑥協力して教育的課題を解決するために必要な教育的実践力を身につけるために、        

「総合的な学習の時間の指導法」等の科目を配置する。 

⑦専門職として保育・教育の総合的知識をもち、自己研鑽を積みながら社会に貢献で

きる力を身につけるために、「教職実践演習」「教育実習」等において主体的学修を展

開する。 

 

 授業は講義、演習（実技・実験等）、学外実習（教育実習・保育実習等）における 

能動的な学修により、自己課題の克服や保育・教育に必要な資質・能力の伸長に努め

る。 

講義では、テキストとともにＩＣＴ関連機器を活用し知識や技能の修得を図る。ま

た、講義に先立つ事前学修や講義後における課題等の事後学修を提示し、授業外での

自己学修の促進を図る。演習では、個別もしくはグループで思考力を高め、主体的な

課題解決へと導き、実践的な学修へ繋げる。実習では、これまでに獲得した知識・技能

等を総合的に活用し、自己課題の克服や保育教育に必要な資質・能力の伸長に努める。 

 学生の学修状況については、教員による評価に加えて、ポートフォリオによる学生

の自己評価や学生同士の相互評価の活用を行う。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページ） 

（概要） 

〇アドミッション・ポリシー（入学者受け入れの方針） 

 教育学部通信教育課程は、本学の建学の精神を理解し、ディプロマ・ポリシーに掲

げた資質・能力をカリキュラム・ポリシーに定めた教育を通して身に付け、教育専門

職として社会に貢献できる人材を求める。 

そのため、次に示す「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体的態度」を

兼ね備えた学生を入学者として受け入れる。 

 

「知識・技能」 

・高等学校卒業あるいは通常の課程による 12年の学校教育修了までの学力を有する人 

・保育・教育で必要とされる 

・基礎的な知識・技能を有する人 

「思考力・判断力・表現力」 

・保育・教育を目指す上で、適切な思考・判断ができる人 

・知識や経験をもとに、自分の考えを表現できる人 

「主体的態度」 

・人に対して親身に接する態度や協働する力のある人 

・保育・教育の専門職を目指す意志や自ら学ぶ意欲がある人 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：ホームページで公開している。 

https://koutoku.ac.jp/himeji/university/informationdisclosure/educational-

info/ 



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ ２人 － 人 

看護学部 － 12人 8人 9人 4人 4人 37人 

教育学部 － 11人 6人 4人 2人 0人 23人 

教育学部（通信） －    0人 0人 0人 0人 0人 0人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 ２６７人 ２６７人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法：公表方法：ホームページにて公開している。 

（看護学部看護学科） 

https://koutoku.ac.jp/himeji/class/kango_gakubu/teacher/ 

（教育学部こども未来学科） 

https://koutoku.ac.jp/himeji/class/kyoiku_gakubu/teacher/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

看護学部 100人 84人 84％ 400人 329人 82.3％ -人 4人 

教育学部 80人 50人 62.5％ 340人 177人 52.1％ 20人 3人 

教育学部 

（通信） 1,000人 53人 5.3％ 4,600人 416人 9.0％ 300人 89人 

合計 180人 134人 74.4％ 740人 506人 68.4％ 20人 7人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

看護学部 
98人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

95人 

（96.9％） 

3人 

（3.1％） 

教育学部 
55人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

52人 

（94.5％） 

3人 

（5.5％） 

合計 
153人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

147人 

（96.1％） 

6人 

（3.9％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 



  

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

本学通学課程では、以下のとおり行っている。 

・授業計画（シラバス）は科目担当教員と十分な協議のうえ作成している。 

・授業計画（シラバス）は前年度 2月～3月に完成する。 

・授業計画（シラバス）は大学からの情報提供（メッセージ、休補講・教室変更等）や履

修登録等のシステムを利用するための Active Portal サイトおよび本学ホームページ上

にて掲載している。 

 この Active Portalサイトには、 

① 授業概要、②授業計画、③到達目標、④教科書・参考書、⑤評価方法 

等の項目について科目ごとに作成し、掲載するとともに、閲覧できるようになっている。 

 

通信教育課程では、以下のように作成し、公表している。 

・授業計画（シラバス）は科目担当教員と十分な協議のうえ作成している。 

・授業計画（シラバス）は前年度 2月～3月に完成する。 

・本学ホームページにて公表するとともに、毎年発行する本校スクーリングのしおり・授

業概要に掲載している。 

この授業概要には、 

①授業の到達目標及びテーマ、②授業計画、③テキスト・副読本、④事前課題、 

⑤学生持参品、⑥学生に対する評価 

以上の 6 項目について面接科目ごとに作成し、掲載するとともに、全学生に公表してい

る。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

本学通学課程では GPA 制度を導入し、以下の方法で各学期末に Active Portalサイトに

より通知している。 

・対象学生：看護学部・教育学部の全学生を対象とする。 



  

・評価方法：授業科目の 5段階評価 秀・優・良・可・不可 ＝ GPA 4・3・2・1・0と    

 し、各学生の 1単位あたりの平均値を算出し、分布図を作成している。 

 

本学通信教育課程では、通信教育課程規程に基準を定義し、ホームページで公表している。 

https://koutoku.ac.jp/himeji/pdf/university/informationdisclosure/educational-

info/r_univ_c2025.pdf 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

看護学部 看護学科 126単位 有・無 単位 

教育学部 

こども未来学科 124単位 有・無 単位 

こども未来学科

（通信） 
124単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：ホームページにて公開している。 

https://koutoku.ac.jp/himeji/university/informationdisclosure/educational-

info/ 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

看護学部 看護学科 1,100,000円 200,000円 580,000円 施設設備費、実験実習費 

教育学部 

こども 

未来学科 900,000円 200,000円 250,000円 施設設備費 

こども未

来学科

（通信） 130,000円 30,000円 0円  

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

ホームページにて公表している。 

https://koutoku.ac.jp/himeji/campas_life/support/ 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

ホームページにて公表している 

https://koutoku.ac.jp/himeji/career/sien/ 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要）ホームページにて公表している。 

https://koutoku.ac.jp/himeji/campas_life/support/counseling/ 

https://koutoku.ac.jp/himeji/campas_life/support/


  

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：公表方法：ホームページにて公表している。 

https://koutoku.ac.jp/himeji/university/activities_policy/ 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（うち多子世帯） （　　　　　0人） （　　 　　　0人）

0人 0人

区分外（多子世帯） 0人 0人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

－

98人（　　0）人

11人 21人

内
訳

第Ⅲ区分 － －

（うち多子世帯） （　　　　　0人） （　　　 　　0人）

（うち多子世帯） （　　　　　0人） （　 　　　　0人）

第Ⅱ区分

－第Ⅳ区分（多子世帯）

学校コード（13桁） F128310109007

（備考）

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

97人（　　0）人

後半期

94人（　　0）人

59人

－

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

姫路大学

学校法人弘徳学園

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生等（内数）

※家計急変による者を除く。
85人（　　0）人

60人第Ⅰ区分



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確
定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意
欲が著しく低い状況

0人 0人 0人

0人 0人 0人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

計

0人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取
消しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

右以外の大学等

後半期

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受け
た者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消
しを受けた者の数

0人 0人 0人

0人 0人

0人 0人 0人

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、
高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２
年以下のものに限る。）

0人 0人 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停
止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を
受けた者の数

修得単位数が「警告」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が警告の基準に該当）

0人 0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 0人 0人 0人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

計 0人 0人 0人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意
欲が低い状況

0人 0人 0人

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ 0人 0人 0人
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